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業績予想の修正及び繰延税金資産の計上に関するお知らせ  

 

最近の業績動向を踏まえ、2022年 1月 28日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知ら

せいたします。また、繰延税金資産の計上について下記のとおり併せてお知らせいたします。 

 

記 

１．2022 年３月期通期連結業績予想数値の修正（2021 年 4 月 1 日 ～ 2022 年 3 月 31 日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 

55,000 

百万円 

1,000 

百万円 

1,100 

百万円 

1,650 

円 銭 

541.58 

今回修正予想（Ｂ） 56,978 1,386 1,381 2,055 675.97 

増減額（Ｂ－Ａ） 1,978 386 281 405 - 

増減率（％） 3.6 38.7 25.6 24.6 - 

(ご参考) 前期実績 

(２０２１ 年３月期) 
53,078 397 415 △382 △125.59 

(ご参考) 前期実績比(％) 107.3 348.8 332.2 - - 

 

２．業績予想修正  

 通期の連結業績予想につきましては、半導体デバイス事業において、世界的な半導体不足による生産調整が

続いているものの、売上面は、部材供給において、一時の逼迫状況が解消する方向で進んだことにより、車載、

産業機器向けのパワー半導体、メモリ、金属材料等の販売が順調に推移しました。また、為替相場が、第 4四

半期において、急速に円安ドル高が進行したこともあり、売上高は予想を上回る見込みです。 

営業利益、経常利益は、為替相場の影響並びに売上増加が収益性に寄与するとともに、グループ全体におい

て諸経費の削減等に努めたため、予想を上回る見込みです。 

親会社株主に帰属する当期純利益については、当社の連結子会社である協栄サーキットテクノロジ株式会社

が営むプリント配線板製造事業において、現在の事業環境及び将来の収益見込み等を勘案した結果、回収可能



価額が帳簿価額を下回っている同社の事業に供している固定資産について、減損損失等を特別損失に計上し

ましたが、上記の利益増加要因ならびに当第４四半期（累計）において繰延税金資産を計上したことにより、

当初予想を上回る見込みです。 

なお、特別損失の計上の詳細に関しましては、2022 年４月 28 日に開示いたしました『特別損失の計上に 

関するお知らせ』をご参照ください。 

 

３．繰延税金資産の計上について 

当社の近年の業績動向を踏まえ、繰延税金資産の回収可能性について慎重に検討した結果、回収可能性のあ 

る部分について繰延税金資産を計上することとし、2022 年３月期第４四半期（累計）において法人税等調整 

額△４億１千８百万円（△は益）を計上いたしました。 

なお、回収可能性があると判断された金額は繰延税金負債の金額よりも少額であるため、相殺して表示した 

結果、繰延税金資産に計上しておりません。 

 

また、配当予想につきましては、前回発表の１株につき期末配当 30円の予想に変更はございません。 

 

上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づいて作成しており、実際の業績は様々な要因により予想

数値と異なる可能性があります。 

以 上 


